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ンと pーベンゾキノンとを長さの異なるメチレン鎖でつないだモデル化合物 1 (M-PnQ; M=H2, Zn; 
n=2 , 4, 6) を合成した。




に酸化還元電位の異なる二種のキノン環を直列につないだ化合物 2 (H2-PnQ4Q'; n=2 ， 4) を合成






H2-Pn Q 4Q 
n=2.4 
率的な電子移動が起こっていることがわかったが，その程度が H2 -PnQ に比べると大きいことから，
問、ら Qへの電子移動に対し第二のキノン環Q'が重要な役割を果していることが明らかになった。
さらに反応中心クロロフィルと，その近傍に存在するキノン類との分子集団に着目して，積層型ポ


















化合物( 2) を，非常に長く，そして巧みな合成経路で合成した。化合物 (2 )の蛍光スペクトル強
度は化合物( 1 )よりも消光されて小さくなってわり，電子移動の効率が良いことを示唆している。
また，ピコ秒分光の予備実験によれば， 2 段階の電子移動が起った後， 10n5以上というかなり長寿命
のポルフィリンカチオンの存在を観察するという見事な結果を得て このモデル化合物が分子設計の
予想通りの適性をもつことを示した。第 3 のモデル化合物シクロファン型ポルフィリン二量体ーキノ
ンも合成し，現在物性検討中である。
以上のように西谷君の研究は，光合成初期過程の機構研究に用いるモデル化合物を実に巧みに設計
し，合成したこと，及び生体系に類似した励起状態電荷移動と安定な電荷分離を観察したものであっ
て，光合成生体系の機構研究に果した貢献は非常に大きなものであって，理学博士論文として十分価
値あるものと認める。
-32 -
